
 

【駅舎概要】 

所在地:北葛城郡王寺町久度 

構造・規模: 単式ホーム 1 面 1 線と島

式ホーム 2面 4 線、計 3 面 5 線の地

上駅で、橋上駅舎。 

乗入路線: 2 路線 関西本線(大和路

線)、和歌山線 

【沿革】 

明治 23 年(1890)12 月：大阪鉄道の王

寺駅-奈良駅間開業 

明治 24 年(1891)3 月：高田駅まで延伸 

明治 25 年(1892)2 月：湊町駅(JR 難波

駅)まで開通  

大正 15 年(1926)2 月：王寺村から王寺

町へ 

昭和 47 年(1972)：南側の土地区画整

理事業、昭和 61 年(1986)完了  

昭和49年(1974)：久度大橋 整備 南

側から北側へアクセスを確保  

昭和 53 年(1978)1 月：久度大橋に直結

される。橋上駅舎 

昭和 57 年(1982）8 月：大和川、葛下

川の氾濫、構内電留線が水没し 100

両が被災 

平成 8 年(1996)：北側の再開発事業、

平成 16 年(2004)完了  

令和 2 年(2020)12 月：王寺駅開業 130

周年 

        お う じ 

駅名： 王 寺 駅 駅シリーズは、万葉まほろば線から奈良環 

状線の王寺駅へ。奈良にも環状ルートがあり、 

大和まほろば新探訪計画「なら SLOW&LOOP」 

（奈良県、JR、奈良商工会議所）は、大和路 

線の王寺～奈良、万葉まほろば線の奈良～桜 

井～高田、和歌山線の高田～王寺、計 22 駅で 

ループとして魅力の紹介をしています。 

11 回目は鉄道のまち「王寺」を紹介します。 

 

■鉄道のまち 
 奈良県で最初に鉄道が開通した奈良駅～王寺駅。駅の場所は、再三の路

線変更を繰り返し、当初は龍田(斑鳩町)に駅を設置する計画もありました

が、大和川と葛下川に囲われた久度地域に王寺駅が設置されました。JR 

2 路線の他、大正 7 年(1918)開業の近鉄田原本線（大和鉄道）新王寺駅、

大正 11 年(1922)開業の近鉄生駒線（信貴生駒電気鉄道）王寺駅もあり、

乗降客数は県内上位のターミナル駅として機能しています。 

現在の駅舎は、線路を跨ぐ歩行者専用屋根付き陸橋の久度大橋と一体と

なっており、改札口が高架上にある橋上駅舎。全長 147m のイルミネーシ

ョンや雪丸ロードとして、だるま寺まで雪丸の足跡が続いています。 

駅や駅周辺には、受験シーズンにあわせて 

合格だるまさんがいっぱい。 

 久度大橋と直結している駅北側の複合施設 

りーべる王寺に、まちの歴史、鉄道写真、地 

域の高校生による鉄道模型等の展示がありま 

す。駅東側の JR と近鉄田原本線に挟まれた 

舟戸公園に、D51 形蒸気機関車が保存展示さ 

れています。D51 形 895 号機は、1115 両製造 

された 895 番目で、昭和 19 年に製造され昭 

和 47 年に引退するまで関西本線や草津線で走っていました。運転席に自

由に乗ることができるのは珍しくすごく迫力があります。 

 

■保存・活用等 

 開業当時は北側が商業化し、昭和時代は南側にバスターミナルや商

業ビルができ、平成時代は北側の再開発でにぎわいづくりができまし

た。鉄道の開通と共に発展してきた王寺町は、来年で 100 周年。電車

留置線の有効利用や D51 の活用、全国だるまさんがころんだ選手権大

会、王寺町の公式マスコットキャラクター雪丸の活躍が楽しみです。 

                         【記：奈良支部 久保陽洋】 
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王寺駅（大正当時） 



新年のご挨拶[ここに入力] 

 

 

■ S H I K A I  N A R A  2 0 2 ５ . 0 3        - 2 -  

  

令和7年1月24日（金）ホテルリガーレ春日野で

「奈良県建築士会 新年大交歓会」を開催しました。 

来賓・参与会員・賛助会員・士会会員合わせて 84 名

の出席がありました。 

会場は、円形テーブルに着席して食事をとる形式で

行われ、壁際には賛助会員6社のカタログ・資料等が

並べられ商品のPRをされていました。 

大交歓会は、司会の栗原総務副委員長の開催宣言、

中尾会長挨拶、岡本大阪府建築士会会長の来賓挨拶、

来賓・参与会員のご紹介、日本建築士会連合会長表彰

受賞者の安田千鶴代・山本規子両氏の紹介と挨拶、山

領京都府建築士会会長の乾杯の音頭で交歓会が始ま

りました。開始直後から出席者同士の挨拶や歓談で賑

やかな会となりました。宴の中盤には、賛助会員の紹

介が行われ、最後に城田副会長の挨拶と一丁締めで終

宴となりました。 

中尾会長は挨拶で「現在我々建築士は、防災や気候

変動、脱炭素社会、空き家問題、人材不足といった様々

な問題に直面している。これらの問題に対応していく

とともに会員間の交流が深まる事業を積極的に進め

ていきたい。」と述べられました。事業としては、歴

史的建造物の活用、非住宅の木造化の推進、ヘリテー

ジマネージャーのスキルアップ、会員増強、インター

ンシップ制度の取組み強化、防災被災の連携体制の強

化、近畿建築祭奈良大会の準備などの予定を紹介され

ました。SDGsの取組みが当たり前となっている社会で

建築士に対して建築単体のみではなく、まちづくりと

いった広い分野への職能も期待されてきていると感

じました。 

奈良県建築士会では、会員の皆様に一人でも多く参

加いただけるようなカジュアルな「会員交流会」が今

夏新たに計画されています。会員同士が集い、一緒に

なって活動し目標に向かうとともに、参加される皆様

にとって建築士会会員であることのメリットを発見

していただける機会になればと思っています。 

皆様の「会員交流会」への参加をお待ちしています。 

         【記：総務委員会 間嶋伸介】 

奈良県建築士会の本年の目標に、「非住宅の木造化

推進」を掲げており、CO2 を固定化できる木材を活用

し、循環型社会に貢献することを目指しています。 

 昨年11 月から本年1月にかけて、標記の基礎講座

運営業務を奈良県環境森林部県産材利用推進課から

奈良県建築士会が受託し実施しました。3日間の講義

や見学を通じて非住宅木造建築に関する知識を習得

し、木造建築を提案・設計できる技術者を増やすこと

を目的としています。建築士だけでなく、行政担当者、

木材産業関係者、施工者など幅広い分野の技術者に参

加していただきました。 

 当研修の講義では、「木材の性質・乾燥等」「木造建

築 概論」「木材流通・地域材活用」「木の建築のため

の木構造」の各講座を通じて木材という生物材料を扱

う上で知っておくべき基本的な性質から、設計手法、

施工における留意点など広範囲な内容を学んでいた

だきました。中大規模木造建築では設計プロセスの初

期段階から木材調達を含めた関係者ネットワークを

構築し、地域力で木造建築を実現することの重要性を

改めて認識することができました。 

また、ワークショップでは非住宅木造建築に関する

日頃の疑問を、異なる業種が含まれる参加メンバーで

話し合い、発表していただきました。 

 木材強度を測定する曲げ試験の見学や、原木市場、

木材製品市場の見学、木材乾燥機、JAS製材品の検査

など、普段の仕事ではあまり目にすることがない現場

も見学する機会がありました。 

 参加者からは「木

に関する様々な視

点の講座や森林技

術センター、市場、

製材所などでの材

木のリアルな試験

や体験もあり、飽き

のこない研修構成

でした。」と好評価

をいただきました。 

 ご協力いただい

た各機関の皆様お

よび士会関係者の

皆様には実施にあ

たり大変お世話に

なりました。 

今後、受講者の皆様が木造建築の推進に向けて活躍

されることを期待しています。 

【記：木造建築推進タスクフォース 伊藤吉郎】 

令和7 年 奈良県建築士会 新年大交歓会 奈良の木でつくる非住宅建築技術者研修 
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地域の防災訓練参加の報告 

「柳本町・渋谷町合同防災訓練」 

 

防災道の駅  

「クロスウェイなかまち」見学会 

令和7年1月25日（土）、奈良支部主催にて防災道

の駅「クロスウェイなかまち」の見学会を行いました。

令和6年11月30日にオープンした「クロスウェイな

かまち」は、大規模災害時には県の広域防災拠点とし

ての活用を想定し建設された県内初の「防災道の駅」

です。大規模災害時には、警察・消防・自衛隊等の部

隊が集結し救助活動の拠点となるため、高い耐震性と

災害時を想定した設備計画がなされた建物となって

います。通常は道の駅として利用され、農産物や特産

品の直売所やレストラン、ドッグランを備えているの

で、この日も多くの人で賑わっていました。 

まず、設計監理をされた桝谷設計様より建物につい

ての説明をしていただき施設内の見学をしました。建

物は平屋建て、北東棟、北西棟、南棟、防災倉庫の4

棟から構成されており、意匠的には奈良県産材の桧や

杉を使い、周りの古墳や丘陵の景色に馴染む建物とな

っています。災害時には、72時間以上の電力供給を可

能とする電気設備や、700人程度が利用できる受水槽、

また駐車場には、マンホールトイレのスペースも確保

されていました。 

施設の見学後、昨年7月、奈良支部の有志にて行っ

た「能登半島地震災害状況調査」の報告が乾井氏、伊

藤氏、中元氏からありました。地震から半年以上が経

過しても、液状化の跡や倒壊した建物の復旧が思うよ

うに進んでいない状況がよくわかりました。一見無被

害の建物でも、被害度応急危険度判定により「危険」

とされている建物もあり、それは隣接建物が倒れ込む

危険があるという判断で、耐震化等も地域と行政、建

築士が一丸となって取り組まなければならないと改

めて実感しました。また日本建築学会の調査によると、

木造基準改正後（2000年以降）の家屋は無被害の割合

が高く、耐震化の成果が見えます。人の命を守るため、

その後の生活を守るためにはやはり耐震化は必要で

す。 

私たち建築士にできる事は何か？安全な建物を造

る事は言うまでもないですが、災害が起こった時に、

二次被害を防止するためにも応急危険度判定を迅速

に行える知識の取得と体制づくりや防災訓練等、常に

自分事として考えていく事が大切だと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和7年1月26日

（日）、天理市立柳本

小学校で行われた自

治会主催の「防災訓

練」に参加しました。

参加者は子どもを含

む約500人で、運動場

と体育館に配置され

た訓練エリアを巡り

防災知識や防災技術

を学ぶというもので

した。参加者は、災害

時の避難所づくり、救

命救急と応急処置、電気防災、地域防災、消防団の初

期消火と放水訓練、炊出し等々の訓練を通して防災知

識を学びました。 

建築士会は建築防災エリアを担当しました。「耐震

について建築士と話してみよう！」をテーマに「誰で

もできるわが家の耐震診断」の問診表を参加者に配布

し、自宅の耐震診断を行ってもらいました。参加者の

中には「町には築 150 年以上の民家が現存している」

「空き家となっている建物も増えている」などと不安

を口にする方や耐震についてもっと理解を深めたい

とおっしゃる方がいました。 

また、生駒支部の協力を得て、「避難所運営ゲーム

HUG」の紹介とデモストレーションを実施しました。

私も子ども連れのご家族と一緒に参加し、ゲームを通

して避難所で起こるであろう事象について考え、学ぶ

ことができました。 

また、建築士会エリアでは「奈良支部有志の能登半

島地震の被災地視察報告」「教えて地震に強い住まい

づくり」などのパネル展示も行いました。 

これらの経験を通じて、参加者は実際に被災したと

しても互いに連携してスムーズに防災活動ができる

ようになるに違いないと思いました。我々建築士は、

今後、いつどこで起こるかわからない震災に対して、

地域と協力し備える活動を継続して行うことが、ます

ます重要であると改めて認識しました。 

    【記：天理支部 庄田尚代】 

 

 
【記：奈良支部 瓶割 環】 

耐震診断誰でもできる 

我が家の耐震診断 

避難所運営ゲームHUGの 

デモストレーション 
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令和6年11月23・24日に士会会員と家族・知人を

対象とした木育キャンプFUN木FESを開催しました。 

キャンプの傍ら各自、木に纏わるマルシェに出店する

事を参加条件とし、「木・山・自然」と「私たちの暮

らし」について考える機会にしたいという想いで本事

業を企画しました。（参加者合計：75名 内一般参加

者：43名 子供：9名） 

初日、イベント通貨として木片を用意。イベント中

は木片も￥と等価というルールのもと、木片による買

い物が各所で行われ、商品と木の関係性についての会

話も行われていました。出店内容は、お酒（水⇒治水

⇒森林機能）、ジビエ（森林環境・林業課題）など、

計 34 品目となりました。また講師に里山活動者、ジ

ビエ食品加工業者を招き、青年委員との三者でクロス

トークを実施。各自の立場で、木・森・山をどのよう

に捉えているか伺う中、話題は地域経済・過疎地域課

題、「木」から「社会」へと広がりました。 

 二日目、会場である「くにすの杜」は小学校跡地を

活用したキャンプ場です。明治 32 年設立当時、山を

切り開いて建築されました。その後、廃校となり、ど

のように手を加えて活用していくかの構想中に、

「元々の姿である山に返す」というコンセプトが挙が

りました。そのコンセプトのもと、植樹を行い、現状

はその過程としてキャンプ場の運営を行っておられ

ます。その会場に参加者で植樹を行い、本イベントを

締めくくりました。 

建材として木を捉えていましたが、参加者と交流す

る中で新たな価値観に触れ、木材・県産材利活用の意

義が、建築士の立場として膨らみました。 

運営については、他委員会・各支部からご協力頂き、

この場をお借りしてお礼申し上げます。また実施後ア

ンケートでは「今回のイベント通貨の導入は、相互的

な出店者同士での通貨の循環を通して、人と人の繋が

りという価値を創造するものであると解釈した。ただ

の木のブロックに役割が付与され、循環のキーになる

という構造はすごく面白いし、木への興味関心を誘う

観点からも有用であると思う。ぜひ改善を行った上で

継続して欲しい。」というお声も頂きました。 

 

令和6年11月26日（火）女性委員会の主催で「今

井町見学会」を開催致しました。一般の方を含め 16

名の参加となりました。 

今井町が重要伝統的建造物群保存地区となり約 30

年、現在も年間数棟の修理・修景事業が進められ、多

くの建築士が関わっています。今回は今井町並保存整

備事務所の中川様を講師に迎え、重要文化財の建物を

見学しながら、今井町保存事業の今までとこれから、

今井町が伝建地区になった経緯などお話を伺いまし

た。 

今井まちなみ

交流センター華

甍（はないらか）

にて、ジオラマの

見学と今井町に

ついて解説を頂

き町並見学へ。   

福永香奈さんが

ご担当された福

井邸を見学し施

工の際のお話も

伺えました。 

続いて、重要文

化財の米谷家住

宅・高木家住宅・

今西家住宅を見

学。米谷家住宅の

縁側は、過去にお

茶のCM撮影にも

使われたそうです。今西家住宅は、くぐり戸から内部

に入るとむき出しの梁と大黒柱が圧巻でした。   

見学会後は今井

町の古民家カフ

ェ「オーベルジュ

こもれび」にて、

美味しいお食事

を頂きながら楽

しいひと時を過

ごしました♪ 

当日はお土産に、全国の伝建地区を網羅した「歴史

の町並」令和5年度版（全国伝統的建造物群保存地区

協議会発行）の冊子を頂きました。 

これからこの冊子を手に一つでも多くの文化財を

見学できればと思っております。 

           【記：女性委員会 中西佳奈】 

木育キャンプ   FUN 木 FES 

青年委員会 

今 井 町 見 学 会 

【記：青年委員会 向川智己】 

写真：両日参加者と植樹後の記念撮影 

女性委員会 



新年のご挨拶[ここに入力] 
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令和6年12月15日（日）、生駒郡三郷町にあるFSS35

キャンパス内で開催された、奈良おもちゃ美術館（3

月会館予定、関西は初開設）主催「CHRISTMASをあそ

ぼう！」に、奈良県建築士会 教育・事業委員会とし

て出店してきましたので、報告いたします。 

今回は、青年委員会が普段、出店ツールとして利用

されている「棟上げ体験キット（通称：トントンキッ

ト）」を用いて、訪れたお子様に棟上げ体験をしてい

ただくとともに、「木のパズル」体験コーナーを設け

ました。午前 10 時のイベントスタート以降、午後 4

時の終了時まで、我々のブースにも多くの家族連れが

来てくださいました。 

参加者のお子様の純真無垢な笑顔や少し大きめの

ヘルメットを被った可愛らしい姿に我々も癒され、終

始疲れも吹き飛び、最後まで楽しく PR することがで

きました。また、特設コーナーに設けた「木のパズル」

も盛況で、親子で悩みながらも楽しく遊んでおられま

した。私も青年委員会在籍時以来、久しぶりに挑戦し

てみましたが、最後の1ピースのみ、うまく組み合わ

すことができず、結局

断念しました。 

今回のイベントを通

じて、建築士会の活動

内容などについても保

護者の方とお話しする

機会もあり、建築士会

を広く市民の方々に PR

できる絶好の機会とな

りました。 

“木育”をテーマに

開催された今回の事業。 

木の温かみを感じながら、体を使い、時には頭を使い、

更には職についても学んでもらえる。 

小さいお子様にとっては、非常に良い経験になったの

ではないかと感じました。 

今後も、このような機会があれば、奈良県建築士会

として、出店・参加をさせていただきたいと思います。 

 

【記：教育・事業委員会 坂本慎二】 

令和7年1月19日（日）、この時期にしては珍しく、

とても暖かく春を思わせるような陽気に恵まれまし

た。 

この良き日に、女性委員会・和室部会の西本さんが

設計した「東吉野村にぎわいハウス」の上棟見学会に

参加しました。本事業は、2024年度日本財団「もう一

つの“家”プロジェクト」に採択されたもので、事業

主は「特定非営利活動法人 東吉野村まちづくりNPO」

です。この法人は、東吉野村で住み慣れた地域で最後

までいきいきと暮らせる環境づくりに取り組んでい

ます。このプロジェクトのきっかけは、建築士会の米

村氏が東吉野村を訪れ、NPO法人の辻本さんと出会い、

一杯のコーヒーを飲んだことから始まりました。それ

から多くの出来事を経て、無事に上棟式を迎えること

ができました。 

建物の用途は、高齢者向けのグループホームです。

数名が共に暮らしながらもプライバシーを尊重し合

える空間となる予定です。NPO 法人の海老原さんは、

「地域の中にある家」を目指し、地域の方々が最期ま

で安心して過ごせる場所、そして家族ではないけれど

家族のようにふれあえる居場所づくりを大切にして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

設計を担当した西本さんは、古民家の移築を提案し、

法人の方々とともに「施設っぽくない建物」をテーマ

に設計しました。施工は山本工務店が担当し、棟梁の

山本さんに古民家移築の苦労話を伺いました。古民家

の材を再利用するため、不要なほぞ穴を一つひとつ補

修しながら使っているとのことです。棟上げ初日は雪

の降る中での作業となり、大黒柱に牛梁を入れる際は

なかなか入らず刻んだり緩めたりとしながらやっと

納まったとのことでした。厚鴨居がなかなか入らず、

厚鴨居を入れながら柱を立てて入れていくなど様々

な苦労があったようです。しかし、山本さんは「先人

の建物を触り、移築する仕事は大工冥利に尽きる」と

嬉しそうにお話されてました。 

見学会の最後には、法人のコーヒーハウスで美味し

いケーキをいただきながら、参加者同士で楽しく語ら

いました。次回は竣工見学会が企画されるとのことで、

とても楽しみです。 

東吉野村にぎわいハウス移築再生工事 

上棟見学会 
 

建築士会 PR 事業 出店報告 

教育・事業委員会

【記：女性委員会 寺岡春恵】         
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お知らせ 

●令和6年度の受賞者のご紹介 
  〇日本建築士会連合会表彰 
   会長表彰 山本 規子  様（桜井支部） 
   同上   安田 千鶴代 様（橿原支部） 

 
●令和7年度通常総会の日程（予定） 

  日 時：令和7年5月16日（金） 
 場 所：ホテルリガーレ春日野 
 
 

●合格おめでとうございます（奈良県） 
  令和6年一級建築士試験 合格者数  24名 
      二級建築士試験 合格者数  42名 
      木造建築士試験 合格者数   3名 
●入会 

北井 直樹 様（高田支部） 

               よろしくお願いします。 

 ●令和7年5月7日より奈良県全域が盛土規制法による 

規制区域に指定されます。 

 

編集後記 

昨年 11 月号よりお知らせ欄にてご案内させて頂いている

「奈良県建築士会会員向けメール配信サービス」について、

皆様はご利用いただけていますでしょうか。 

こちらのメール配信サービスですが、所属している支部や

委員会に関わらず奈良県建築士会に届いたイベント情報を

メールで登録者に共有するサービスとなっております。また

奈良県建築士会内の情報だけでなく、連合会や奈良県主催の

イベントなど様々な情報を共有させて頂いています。メール

は情報概要と詳細情報へのURLリンクが記載されており、シ

ンプルで分かりやすい内容になっています。 

 配信サービスへの登録は右記の QR コードを読み取り、メ

ールアドレスと氏名、所属支部を選ぶだけで登録完了になり

ます。 

 私自身、現在メール配信を受けていますが、これまでの

活動では得られなかった情報を得ることができ、今後の活

動への参考になると思っています。またイベントへの参加

だけでなく、PRしたいイベントをより素早く共有できるよ

うになったと感じました。 

 このメール配信サービスは、登録いただける方が多いほ

ど、皆様のご活動にとって大きなサポ

ートになります。また、セキュリティ

や安全性にも十分配慮されたシステム

で運用されてます。登録は数分で完了

しますので、ぜひご利用ください。            

【記：情報・広報委員 永友 翔】 

 
 

3月 

 
19日(水) 本会支部長会・理事会 開催 
 4月 

 
1日(火) 建築基準法等の改正施行 

（4号特例縮小など） 
 

 

士 會 奈 良  
通巻660号 

令和7年3月1日（発行隔月1回１日発行） 情報・広報委員会 
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